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１１･８定例国会行動 日本学術会議会員 6名任命を実現させよう! 
衆議院第２議員会館前で 18日のお昼に、国民大運動実行委員会の定例行動が行われました。 

 主催者挨拶で、安保破棄中央実行委員会の東森英男事務局長は学術会議の問題で菅政権を厳しく

批判し、「6人の任命実現までがんばろう」と呼びかけました。 

 駆けつけた日本共産党の藤野保史衆院議員が挨拶。井上科学技 

術担当相が学術会議の会長に「軍民両用」の検討を求めたことを 

厳しく批判し、自民党は任命問題から争点をずらし学術会議を支 

配しようとしていると指摘しました。 

 その後、国民の食糧と健康を守る運動全国連絡会の舘野豊氏が 

種苗法改定案の廃案に向けたたたかい、全日本教職員組合の浪岡 

知朗氏が少人数学級実現について決意表明しました。そして、憲 

法会議の高橋は、菅政権は挙党体制と野党分断で改憲を進めようと 

していると指摘し、19日と 26日に開催される衆院憲法審査会について、「国民は改憲を望んでいま

せん。審査会を開催するな」の声を上げるとともに、「傍聴しましょう」と呼びかけました。 

 

「敵基地攻撃能力の保有」の防衛大綱明記先送り?! 
 今年 9月の退任直前、安倍前首相は談話を発表し、「敵基地攻撃能力の保有」と「イージス・アシ

ョア代替策」を検討するよう言い残しました。後任の菅義偉首相は「安倍路線の継承」を明言して

いましたが、ここへ来て「この談話は閣議決定を得ていない」と述べ、手のひらを返しました。一

方で、「迎撃能力以外に抑止力を強化する方策」の検討を続けるとしています。 

 衆院解散・総選挙の足音が近づき、敵基地攻撃に反対している与党・公明党に配慮してのトーン

ダウンとみられますが、防衛省は何事もなかったかのように談話の実現へ向けて作業を進めていま

す。菅発言は、選挙のための一時逃れ策なのでしょうか。 

 驚きの菅発言は、11月 4日の衆院予算委員会で飛び出しました。9月に安倍前首相が発表した安

全保障政策に関する談話について「この談話は閣議決定を得ていない。そういう意味において、原

則として効力が後の内閣に及ぶものではないと考えている」と述べました。その一方で「私の内閣

においても談話を踏まえて議論を進め、あるべき方策は考えていきたい」と続けました。 

 安倍談話に縛られないことを表明したことにより、年末に改定が予定される「防衛計画の大綱」「中

期防衛力整備計画」に「敵基地攻撃能力の保有」を書き込む案は消えました。改定はイージス・ア

ショア代替策の検討を追加する程度にとどまる見通しだと、マスコミは報道しています。 

安倍前首相 「結論を出すのは少し先になる」と発言 
 そして 16日、安倍前首相は、「敵基地攻撃能力の保有」について、「結論を出すのは選挙と関係が

あるので少し先になるかもしれない」と、自身の「年末までにあるべき方策を示す」との談話を訂

正しました。そして、「打撃力を持つのは当たり前のこと」とも述べています。これは、総選挙を意

識して、結論は伸ばし、「選挙が終わればやりますよ」との発言です。 

日米共同演習 26日から! 「宇宙状況監視」など敵基地攻撃そのものも! 
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今、自民党、防衛省内では敵地攻撃能力の保有の検討を進めています。そればかりか、敵基地攻

撃能力も含めて、米国と一体に戦争する国づくりが進められています。日米共同演習 10月 26日か

ら 11月 5日まで計約 4万 6千人が参加し、自衛隊は艦艇約 20隻、航空機約 170機を出し日本各地

で行われます。 

その共同演習では、陸海空の従来型の作戦に加え、軍 

事の新分野についても訓練する計画です。サイバー分野 

では、自衛隊のシステムがサイバー攻撃を受けた想定で 

対処を演習。初めての実施となる「宇宙状況監視」の訓 

練には、今年 5月に発足した自衛隊初の専門部隊「宇宙 

作戦隊」が参加し、日米で宇宙空間に関するデータのス 

ムーズな共有を図るとしています。 

宇宙からの監視、サイバー攻撃、まさに敵基地攻撃のそのものです。このように日米共同演習な

どにより米軍と自衛隊の一体化がすすめられ、そこには宇宙、サイバーなど敵基地攻撃の訓練も行

われ、着実に具体化が進められています。 

自衛隊幹部 全面戦争の覚悟が必要だと語る 
 しんぶん赤旗の報道によると、自衛隊幹部は検討がすすむ敵基地攻撃能力について、「全面戦争に

なってしまう」と語っているとのことです。「ミサイル発射拠点を叩くというが、移動式発射機の発

見は困難だ、発射前に阻止するなら攻撃対象は軍中枢になる、そこにはレーダーや対空兵器も備え

られており、叩くのであれば全面戦争の覚悟が必要だ」と語っているとのことです。 

 自民党の国防議連の提言は、攻撃対象に移動式発射機だけでなく、「固定施設・機能も検討すべき」

と主張し、巡航ミサイルの活用を求めています。菅政権の下で、危険な動きが進んでいます。 

 

群馬・新潟日米演習に最大規模のオスプレイ６機参加 
 群馬県高崎市、榛東村の陸上自衛隊の相馬原と、新潟県上越、妙高両市の関山の両演習場で 12月

7日～18日に行う米海兵隊と陸上自衛隊の共同実動演習「フォレスト・ライト」に米海兵隊のＭＶ

22オスプレイ 6機程度が参加することが明らかになりました。 

 両演習場での海兵隊オスプレイを使った演習は前回 2017年 3月に続き 2度目。防衛省の群馬県へ

の説明では海兵隊の参加予定は前回より 50人増え約 500人、自衛隊は 100人多い約 400人で両演習

場での同様の演習では過去最大です。 

 防衛省の発表によると、参加する陸上自衛隊は第 12旅団第 30普 

通科連隊（新潟県新発田市）。米海兵隊はノースカロライナ州の第 8 

海兵連隊第 3大隊、普天間基地（沖縄県宜野湾市）の第 265中型テ 

ィルトローター飛行隊です。 

 第 8海兵連隊第 3大隊は沖縄県名護市のキャンプ・シュワブの第 

4海兵連隊司令部に配属されます。第 4海兵連隊は対中国抑止を想定 

した、離島の奪取と長距離ロケット砲の配備を担う「沿岸海兵連隊」 

に改編を予定しています。 

 演習には米海兵隊オスプレイのほか陸自ＣＨ47大型ヘリ 4機、ＵＨ60ヘリ 2機、ＡＨ１攻撃ヘリ

2機が参加を予定。相馬原、関山両演習場間を長距離飛行し兵員を投入する「ヘリボン訓練」を行い

ます。前回の演習では、参加したオスプレイが横田基地（東京都）に半月以上居座り関東や周辺各

県で飛行訓練を繰り返しました。 

 

憲法会議は呼びかけます 

各地で「敵基地攻撃能力」問題で学習会の開催を! 
 「戦争させない!埼玉の会」は 12日、さいたま市で菅政権が進める「敵基地攻撃能力」について

考える緊急学習会が開催しました。 
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 埼玉県平和委員会の二橋元長代表理事が講師を務め、歴代自民党政権の中で根強くあった敵基地

攻撃能力保有論を、安倍前政権が戦争するづくりと一体で準備を進め、それを菅政権が引き継いで

いると批判しました。 

 また、埼玉県内でも陸上自衛隊朝霞駐屯地には電子戦の専門部隊、航空自衛隊入間基地には、相

手方の脅威圏外から電波妨害を行う「スタンドオフ電子戦機」の導入が計画されていると指摘。「世

界では核兵器禁止条約の発効が決まり、平和の流れが広がっているのに、日本は逆の道に進もうと

している。憲法にも国際法にも違反する敵基地攻撃能力保有をやめさせ、憲法を守ろう」と呼びか

けました。 

 参加者が「草の根から運動を広げることが、このような動きを許さないことにつながる」「私たち

の運動が改憲を止めてきた。今では各野党が一緒に宣伝する光景が当たり前になっている。野党共

闘で政権を変えよう」と意見を交流しました。 

■二橋氏の講演レジメ 

 憲法壊す大軍拡許すな！緊急学習会  (部分的に紹介 詳細は添付資料をご覧ください) 

 「敵基地攻撃能力」って、いったいなに？」 

2020年 11月 12日  埼玉県平和委員会 二橋元長 

（１）はじめに…「日本のミサイル防衛」計画は… 

（２）なぜいま、「敵基地攻撃能力」保有なのか… 

（３）「戦争する国」づくりと一体で、「敵基地攻撃能力」の保有は着々と… 

（４）菅政権のもとでいま、「敵基地攻撃能力」保有論が… 

 ①菅政権とは……「アベ政治」の行き詰まりを反動的に打開 

②2021年度概算要求では…５兆 5000億円 

③そのうえ、「イージス・アショア購入」は変わらず 

④あらためて「敵基地攻撃能力」保有論を考える 

（５）憲法生かし，いのち・くらし・平和守る政治へ 

  ①世界に広がる「戦争などしている場合か」の声 

 ②核兵器禁止条約をめぐるうごき 

  ③新自由主義の見直し……「地球的連帯」…ジェンダー平等、気候変動などへの取り組み 

  ④菅政権に未来託せない……草の根から市民と野党の共闘を広げ、野党連合政権の実現を 

 

各地のとりくみ 

大阪 大阪市廃止住民投票勝利を受け大阪府内で「9の日宣伝」 

〇茨木 阪急茨木市西口にて 11時から 17名、ＪＲ茨木駅東口は 17時 45分から 12名が参加。安威

川東 9条の会も総持寺駅前で宣伝しました 。 

○豊中 11月 3日の総がかり行動を前に午前中に豊中では集会とパレードを行い 100人が参加しま

した。大阪市廃止構想を阻止出来てみんなの笑顔がたっぷり見ることが出来ました。政党の人も

無所属の人もあちこちでグータッチ。元気に阪急豊中までパレードしました。 

〇西成 9の日はみなさん元気に参加。9人で 13 筆集まりました。宣伝中に「住民投票勝ってよか

ったね」と喜びあいました。二人の若い男性が足を止め署名の協力に元気をいただきました。ま

た男性が署名した後、大阪市残せて良かったねとの思いを伝えられたあと止まらなくなり、その

後の維新の動きや公明党への不信やら捲くし立てられ、維新もカジノもアカン頑張ろうとエール

を送って行かれました。 

〇戦争させない池田の会 11月 7日阪急池田駅ダイエー前 土曜日で買い物客が多いと思われる時

間にスタンディング宣伝しました。               <大阪憲法しんぶん速報版 No.5 6 4より> 


